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研究成果概要 

本研究は、KAGRAを、現在観測を続ける LIGO、Virgoに加え、全方位型ネットワー

クによる重力波観測を早急に実現することを目的とする。また本研究の観測ターゲット

は、未だ検出されていない、超新星爆発といった波形不定性が高い重力波源からの突発

性重力波である。 

本年度は、柏キャンパスに導入した重力波観測データ解析用計算機を用いて、超新星

爆発からの重力波といった突発性重力波を検出する際に検出効率を下げる、重

力波望遠鏡周辺で起こる振動源の即時特定の手法を提案し、その有効性を示し

た。また、突発性重力波の偏向観測による重力理論のテストを行う上で問題とな

る偏向間の染み出しを解析し、相対論以外の重力理論で現れる偏向の検出限界

を調べた。[1] 

また、これらの結果は国際学会 GWPAWで発表され、修士論文として出版された

[2],[3]。 
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